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一窪　　　　　　　　 B竜顛で生脅し たジンがリゴ リ「培鞴 胞に おげる光合厳酸

　　　　　　　　　　　素発密能

　　　　　　　　　　　施 尾 甦 ，
V．W ．トSsum：
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　　高等植物 より誘墓さ爪たカル スは
尹
9sくの場億白色で ある 。 緑愚緇肥 の命離

騒

維持に光は必須で あり， 暗飾 こ籾苓 と蓍 しく選色
｝
するこ瓢 はよく瓢 う承で いる。 銭

マは， 近 辱 f 蘚苔樋物 のフ タバ苹ごニゴケ の堵藩細胞 篤 暗鯉
曁
も明所と囘穫のワ

目 ロフィ ル ， 光台磁能選将う ， よく生畏喧るこt 鷺報髷した （19B5　MF蔑樋物注理

蓉公）。 こ の よう な培巻的慢 饗力  載｛zが塀 てい るイ也の蘇苔植物培養細 聰で 見5れ

るかごうが調 べた編 梁， 苔靉のジンがツゴケ （Reb鮴 甑 　hends　haeVl　ca ）培着細

煦で
・

し観噤で き1こ。 今 ｝動蔭
♪

この nル ス細 駝の衡離為 明暗籍件下で の鮴 培巻細

胞の光合β賄苣を報監
挿
する。

　　加 しスの命雛 掻び複体堵養系の確 立 ま劃 さ， 堵着ぱ明所で行な っ た。 加 し又形

辰の糞初よリ細腔は繰色であり e 白色力1し又は嵐現 し13かっ 蕉。 ラ側本培養では ， 培

養液乙して はs 鼬素源 として 2鴫ブドウ糖 e 窒素源 乙して40調 κNO3を含み ， 植

警豊蘇鉾1翻黔鞠驢隷響蠶｝聖劉総覊歉』髏
細胞在，

日岡所で 6 サ 只間 継代培養し 丘後
， 明稗で の細眤の生長乞調べた 。 靴重量で

’

の細鮑の借加時闇は約 3、5 巳 s 収 數 3約 13噛 戦 壷熨／温 s 定蜘 で のワ〔ユ巳フィ

些黌甜郷麟1畧隷論も潮鶉驪惣黝欝眠覊毳芝
回肆では ， Z“

ぢうも約80駈 回繼 した 。 以綾 ， 細肥をi鴫所墨び啗角
｝
ご別   二継代堵

養した 。 約 1年後
，
継代培戔Z圃じ条件下で培着し 疋繦 竃の生畏岐 び光合戍浩性荏

灣1定し， フ実のような結果客得 た三。

　　戟i釜量に よる細 聰の倍加時闇はノ 明培蕎で ば約 ZO 日で
， 暗士騰 で は約 30 巳

でお た ． 収量は鴫 楯 騰 瓢 ，
IO−　13・ 3鞭 燮 湘 で

， 7D ［］7 ・ ル量儲 着

輔 樋 じ ， 駒 繭 的 轆 劉 高嘩 訴 した誌 合歳藤 難 は’明 ‘暗堵

養細肥芙に培養期 闘 琶通 じ検 鑞ぐ承タ そ の沽煙値は ゆ 一 60犖伽 厩 αム3 クロ掀 しノ鴫

経馳1認瑯
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離影熱ぞ弯痛 考髪讃 讐糠潔麟
樋 ラ謔 潮 べ た． Zl・5 うの齲 髏 綬体で も ・剛 祠 騨 晄 翫 1二よる α

呶 （光化縣 工tx ）の C図U醜 下 ，　Dα 翫 儲 の Wte・hyl ・1・1・騨 耀 元

に よる。z 吸 収 （光化尊細
， チ… 1（ソ鯲 1d・ 耀 元に よ5 。・ 発庄 （惣 膊 細

のいゴ搬の反愈も検出できた 。

　以 上 の結果よ：z）， ジンガサゴリ「培養細 肥は， 暗萌で も ワロロフ ィ ル を合戒し・ し

施 舩 さ脈 紡 ユイ ド瓢 正 常iこ糠謝 る総 睡 翫 違継 轍 マ い る

こ（が判明した 。
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